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学校教育におけるタブレット端末の活用 

e0205 佐藤 歩 

（指導教員： 鵜川 義弘） 

 

1.  はじめに  

新学習指導要領の改訂に伴って，学習指導要領と学

習指導要領解説総則編では，教員は各教科で

ICT(Information and Communication Technology 
= 情報通信技術)を有効，適切に活用して児童生徒の
学力向上につなげていくことが求められている 1)。また，

ICTを使ったときの方が児童生徒の学習効果が高いこ
とも知られている。これを受け，私は当初スマートフォン

を用いて，体育の授業で使うことのできる，文字や印を

書き込んで，ポイントがわかる動画教材を作成したいと

考えた。しかし，スマートフォンでは，画面も小さく，適当

なアプリ等もなく，動画に文字を書き入れることが難しか

った。そこで，電子黒板のソフトに対応したタブレット端

末を利用し，電子黒板の要領で画面に書き込みをする

ことで，動画に図や文字を書き込むことができた。 そう

した経緯から，タブレット端末を，その他の学校教育に

活かすことができないかと考え，研究を進めていくことに

した。 

2.  Windows タブレットの利点  

今回は acer社の ICONIA TAB W500を使用した。
これは端末の OSにWindows 7を採用しているため，
他の iOSや，andoroidを搭載した端末と比較すると， 

1) 普段使いのWindowsPC と環境が同じため，新
しい操作を覚える必要がない。 

2) 学校にあるプリンターや入力機器などの周辺機
器は，ほとんどが，Windows 環境で対応してい
るため，そのまま利用することができる。 

3) Wordや PowerPoint等資料や教材，また
Flashに対応しているため，iPadで使用すること
のできない，教育機関向けに提供されている電

子教科書等の各種教育コンテンツやアプリケー

ションのほとんどをそのまま利用することができ

る。 
4) 携帯電話の様な月額契約料を払う必要もない。 
などの理由から今回はこのWindows搭載タブレット

を使用していくこととした。 
 

3.  Windows タブレットの利用例  

体育において動きを見て動作のポイントを確認すると

いうのは大事な行為である。そこで，動画再生の際にア

ドバイスなどを書き込んでいきたいと考えて，電子黒板

の機能に注目して今回の利用を試みた。また，フリーソ

フトの使用で追っかけ再生を可能にしたので，動画教

材として利用した。さらに，タブレット端末の携帯性を活

かせるよう，電子黒板的な活用法も考えた。 

3.1 動画書き込み教材  

動画編集を行うとなると従来は PCを用いる必要があ
った。また，スマートフォンでは，確認の際に画面が小さ

く，指導ポイントを捉えづらい。そこで，タブレット端末搭

載のカメラを使用して動画を撮影し，電子黒板のソフト

e-黒板アシスタント 2)を用いたところ，再生中の動画を一

時停止しながら指導ポイントを見つけ，注目する場所や

コメントを動画へ書き込むことができた。カメラで撮影し

てから PCで処理することがないため，とても簡単でスピ
ーディーに児童生徒の動きと修正点等を指示すること

ができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

3.2 追っかけ再生の利用  

普通，ビデオカメラで撮影した動画は，撮影後にしか

再生することができないが，追っかけ再生という機能を

使えば自分の動きを撮影した映像を，設定した時間の

後に再生することができる。自分の運動をその場で確認

することができるため，修正がしやすくなることや，皆が

次々見ることができるため，授業の流れが良くなり，実技

図１ 動画書き込み教材 
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を練習する時間も多くとることができる。従来の方法とし

ては，図のようにビデオカメラとパソコンを接続してい

た。 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
今回は LAG MIRROR3)というフリーソフトを用いてタブ

レット端末一台で追っかけ再生を可能にした。机や椅子

の上に市販されているブックスタンドを用いて端末をた

てるだけで済んだ。また，機器を繋ぐコードもないため，

子ども達がコードに絡まり怪我をする心配もなくなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.  電子黒板的な教室での利用  

	
 机間指導時，カメラや実物投影機を用いることが多い

が，McTiVia4)という機器を用いることで，WiFi経由で
タブレット上の画面を，テレビや，プロジェクターを通し

てスクリーンに映し出すことができる。作品を説明する際

には，タブレット端末で写真を撮り，書き込み等を行え

ば，子ども達は大きな画面でポイントを確認することがで

きる。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.  今後の予定  

 タブレット端末には，様々な種類が存在し，特徴もある

ため，今後は，端末の機能や，特性を調べながら，教科

の単元等と照らし合わせ，より多くの教科での利用法を

考えていきたい。また，現在タブレット端末を利用した授

業実践はあまり紹介されていないので，実際に授業で

使用して教師や子どもの反応を調査し,今後使用する先
生方の役に立てていきたい。 
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図３ タブレット端末での追っかけ再生 

図４	
 McTiViaを使用した画面転送 

図４	
 McTiViaの接続配線図 

図２ 従来の追っかけ再生の撮影機器 
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